
 

令和３年度 内閣、復興、外務・経済協力係 

関  係  予  算  の  ポ  イ  ン  ト 

令和２年１２月 

飯 塚 主 計 官 



（単位：億円）

令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度 対 前 年 度

予 算 額 予 算 額 増 ▲ 減 額

116 124 8

1,285 1,312 27

171 168 ▲ 3

38,539 40,236 1,697

【うち内閣主計官担当分】 5,567 5,762 195

内 閣 1,761 3,801 2,040

【うち内閣主計官担当分】 1,169 1,427 257

内閣本府等（警察庁除く） 36,778 36,435 ▲ 343

【うち内閣主計官担当分】 4,398 4,335 ▲ 63

- 368 368

【うち内閣主計官担当分】 - 89 89

7,120 6,959 ▲ 161 　　

775 780 5

348 343 ▲ 5

112 111 ▲ 1

30 29 ▲ 1

55 54 ▲ 1

48,551 50,484 1,934

（単位：億円）

令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度 対 前 年 度

予 算 額 予 算 額 増 ▲ 減 額

14,024 6,216 ▲ 7,808

（注１）計数はそれぞれを四捨五入しているため、端数において合計に合致していないものがある。

　内容や計数は精査中であり、今後、変更が生じる場合がある。

（注２）令和２年度予算額は「臨時・特別の措置」を除く。
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１．沖縄振興策を総合的・積極的に推進するため、沖縄振興予算について所要額を積

み上げ、３,０１０億円※を計上。 
 
２．このほか、地方創生、情報収集衛星や実用準天頂衛星システムの開発等の我が国

が直面する喫緊の課題に対応。 
 
３．デジタル社会の形成の司令塔として、強力な総合調整機能を有するデジタル庁を

設置。官民の高度専門人材を結集した５００名規模の体制とし、マイナンバー関連
制度の企画・立案から、国・地方を通じたデジタル基盤の構築、政府全体の情報シ
ステムの一元的な管理を行い、デジタル社会を推進するため、３,０００億円規模
の予算を措置（情報システム関係予算の一括計上を含む）。 

 
 
 

 

 

 

１．沖縄振興予算  

 令和２年度  令和３年度  

○ 沖縄振興予算（内閣本府等） 3,010億円 ⇒ 3,010億円  

 ＜主な内訳＞     

 ・公共事業関係費等 1,420億円 ⇒ 1,420億円  

 ・沖縄振興一括交付金 1,014億円 ⇒ 981億円  

 沖縄振興特別推進交付金 522億円 ⇒ 504億円  

 沖縄振興公共投資交付金 492億円 ⇒ 477億円  

 ・沖縄科学技術大学院大学 203億円 ⇒ 190億円  

 ・沖縄健康医療拠点整備経費 89億円 ⇒ 95億円  

 ・沖縄振興特定事業推進費 55億円 ⇒ 85億円  

 ・北部振興事業（非公共） 35億円 ⇒ 35億円  

 ・沖縄離島活性化推進事業 15億円 ⇒ 15億円  

 ・沖縄子供の貧困緊急対策事業 14億円 ⇒ 15億円  

 ・沖縄産業イノベーション創出事業 13億円 ⇒ 13億円  

 ・沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業 11億円 ⇒ 11億円  

 ・沖縄製糖業体制強化対策事業 12億円 ⇒ 10億円  

 ・新たな沖縄観光サービス創出支援事業 －億円 ⇒ ３億円  

 

 

内閣・内閣本府等及びデジタル庁

関係予算のポイント 

◆ 内閣・内閣本府等及びデジタル庁関係予算のポイント 

令和３年度予算編成の基本的な考え方 

（内閣・内閣本府等及びデジタル庁） 

※内容や計数は精査中であり、今後、変更が生じる場合がある。 

※自動車安全特別会計空港整備勘定計上分を含む。 

※

※
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国家戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進する観点から、公共事業関係費等、沖縄

振興一括交付金、沖縄科学技術大学院大学、沖縄健康医療拠点整備経費などについて、所要額

を計上している。また、長期滞在型の新しい観光サービスに開発を支援するため、沖縄新観光

創出支援事業に必要な経費を令和３年度予算において新規計上。 

 

 

２．地方創生の推進  

                             令和２年度     令和３年度 

○ 地方創生推進のための交付金            1,000億円  ⇒  1,000億円 

 

地方創生の深化に向けた地方公共団体の自主的・主体的な取組を後押しする観点から、具体

的な成果目標の設定とＰＤＣＡサイクルの確立の下、自立性、官民協働や地域間連携、政策間

連携等の要素を有する先導的な取組を支援。また、移住支援事業の対象を拡充し、東京での仕

事をテレワークにより続けながら移住する場合等も支援。 

令和３年度予算では、地方公共団体による先導的な施設整備等を支援する地方創生拠点整備

交付金について50億円を計上。 

 

       令和２年度   令和３年度 

  ○ 地方大学・地域産業創生交付金              23億円   ⇒   23億円 

 

    首長のリーダーシップの下、産官学連携により、地域の中核的産業の振興や専門人材育成な

どを行う優れた取組を支援。 

  ※ このほか、地方創生推進交付金の活用分（50億円）、文部科学省計上分（25億円）及び関連

事業（３億円）を合わせ、地方大学・地域産業創生事業として、101億円を計上。 

 

                              令和２年度  令和３年度 

  ○ 地方創生テレワーク推進事業                ―  ⇒  １億円（新規） 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に国民の意識・行動の変容が見られることを踏まえ、機

会を逃すことなく、地方におけるサテライトオフィスでの勤務など地方創生に資するテレワーク（地

方創生テレワーク）の取組を推進。 

※ 令和２年度第３次補正予算では、地方創生テレワーク推進に向けた相談窓口を設置し、企業と自

治体のマッチング支援等を行う地方創生テレワーク推進事業（１億円）及びサテライトオフィス等

の施設整備・運営や、民間の施設開設・運営への支援等のための地方創生テレワーク交付金（100

億円）を創設。 

 

 

３．情報収集衛星の開発・運用の推進  

                                令和２年度    令和３年度 

                                  625億円  ⇒    625億円 

 

安全保障及び大規模災害への対応等の危機管理のために必要な情報の収集を目的とした情

報収集衛星について、その開発・運用を効率的に推進。 

※ 令和２年度第３次補正予算では、国民の安全・安心の確保を図るための開発等の経費として、

175億円を計上。 
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４．宇宙開発利用に関する施策の推進  

                              令和２年度  令和３年度 

  ○ 実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用      267億円  ⇒  171億円（▲97 億円） 

 

測位の精度や信頼性向上等を可能とする実用準天頂衛星システムについて、準天頂衛星の４

機体制の運用を実施するとともに、７機体制の確立に向けて５-７号機の開発等を効率的に推

進。 

※ 令和２年度第３次補正予算では、準天頂衛星システムの防災機能の強化及び開発加速等に係

る経費として、117億円を計上。 

 

                              令和２年度   令和３年度 

  ○ 宇宙開発利用推進費                     ―    ⇒   13億円（新規） 

 

  我が国を取り巻く国際的な宇宙開発の情勢を踏まえ、必要な技術動向等の調査を行うととも

に、省庁横断により、産学の多様な分野の高度な技術を結集するための研究開発・実証を強力

に推進。 

※ 令和２年度第３次補正予算では、省庁横断的な宇宙開発利用の推進のための研究開発に要す

る経費として、57億円を計上。 

 

 

５．政府広報の推進  

                            令和２年度   令和３年度 

             85億円  ⇒  84億円（▲１億円） 

 

政府の重要施策について、国民の理解をさらに深めるための効果的な国内広報の推進や、我

が国の基本的立場や政策に関する国際社会の理解の浸透を図るための国際広報活動を実施。 

※ 令和２年度第３次補正予算では、経済対策に盛り込まれた施策を含め、新型コロナウイルス

感染症に関する政府の取組や状況等ついての広報の実施に係る経費として、24億円を計上。 

 

 

６．性暴力・ＤＶ被害者対策の推進  

                                 令和２年度   令和３年度 

                                   ６億円  ⇒  ６億円 

   

性犯罪・性暴力被害者支援機能の強化や運営の安定化が図られるよう、センターの整備等に

取り組む都道府県への支援等や、ＤＶ被害者等の生きづらさを抱える女性を支援する民間シェ

ルター等が官民連携の下で行う先進的な取組についてパイロット事業等を実施。 

※ 令和２年度第３次補正予算では、ＤＶ被害者等が速やかに相談し、適切な支援を受けること

ができるようにするための相談・支援体制の強化等に要する経費として、８億円を計上。 
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 ７．情報システム関係予算（一括計上分）及びデジタル庁の創設  

 

                          令和２年度   令和３年度 

○ 情報システム関係予算（一括計上分）       674億円 ⇒  2,986億円（＋2,312億円） 

     （内閣官房計上 2,699億円、デジタル庁計上 287億円） 

 

    令和２年度から開始した政府情報システム関係予算の一括計上については、デジタルガバメ

ント閣僚会議の下に設置されたデジタル改革関連法案ワーキンググループにおける議論を踏

まえ、その対象を大きく拡大し、令和３年度予算において、2,986億円を計上。 

 

  令和２年度   令和３年度   

  ○ デジタル庁に関する経費                   ―  ⇒  81億円（新規） 

   ・デジタル庁の運営に必要な経費 37億円 

    ・デジタル庁の政策（デジタル基盤の構築等）実施に必要な経費 44億円 
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※内容や計数は精査中であり、今後、変更が生じる場合がある。 

 

 

復興庁所管予算  6,216億円 （うち復興庁独自執行予算1,012億円） 

東日本大震災復興特別会計の歳出額（令和３年度：9,318億円）のうち、復興加速化・福島

再生予備費（財務省所管：1,500億円）及び震災復興特別交付税（総務省所管：1,325億円）等

を除き、復興庁所管に計上。 

 

１．被災者支援総合交付金 
令和２年度         令和３年度 

155億円      ⇒    125億円（▲30億円） 

復興の進展によって生じる「心身のケア」、「コミュニティ形成・再生」、「住宅・生活再建の相談支

援」及び「心の復興」等の課題に対応するため、地方公共団体等における被災者支援の取組を一体

的に支援。 

  

２．福島の復興・再生加速のための施策 
（１）福島再生加速化交付金             

令和２年度        令和３年度 

                                       791億円   ⇒    721億円（▲70億円） 

福島の再生を加速するため、長期避難者への支援から早期帰還への対応及び新たな住民の移

住・定住の促進の施策等を一括して支援。新たに「移住・定住促進事業」を創設。 

 

（２）福島生活環境整備・帰還再生加速事業        

                         令和２年度        令和３年度 

94億円   ⇒    91億円（▲３億円） 

原子力災害被災12市町村等を対象に、公共施設等の機能回復、避難解除等区域への帰還を加

速するための取組や将来の帰還に向けた荒廃抑制・保全対策を実施。 

 

３．復興庁独自執行以外の予算（各省庁所掌） 

                                        令和２年度               令和３年度 

１兆2,783億円  ⇒   5,204億円（▲7,579億円） 

 

各省庁所掌の予算については復興庁所管に一括計上し、事業実施に当たっては各省庁へ予算 

を移替えのうえ執行。 

 

 
１．復興庁の予算については、「第２期復興・創生期間」の初年度である令
和３年度において、必要とされる復興施策を着実に推進するため、6,216
億円を計上。 
 

２．地震・津波被災地域において、被災者支援などきめ細かい取組を着実に
進めるとともに、原子力災害被災地域では、帰還・移住等の促進、生活再
建など本格的な復興・再生に向けた取組を進めるために必要な額を確保。 

令和３年度予算編成の基本的な考え方(復興庁関係) 

◆ 復興庁予算のポイント 
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１．令和３年度のＯＤＡは、新型コロナウイルス感染症の国際的な収束に向けた

保健分野のＯＤＡの拡充等により、事業量、予算額とも増加 
（それぞれ対２年度＋2,937 億円、＋69 億円） 

 
２．外務省予算は、保健分野のＯＤＡやデジタル化の推進等に重点的に措置 

（総額では２年連続の減、特殊要因除きでは４年ぶりの減）。なお、令和３年
度の外務省予算の柱は、 

  ①新型コロナウイルス感染症への対応 
  ②国際秩序の強化、外交・領事実施体制の強化 
  ③国境を超える課題への対応、戦略的対外発信 

 
 

 

 

 

○ 新型コロナウイルス感染症の国際的な収束に向けた保健分野のＯＤＡの拡充等により、 

事業量、予算額とも増加 

 
   （単位：億円） 

項 目 ３年度 ２年度 増 減 

ＯＤＡ事業量（注 1） 26,940 24,003 ＋2,937（＋12.2%） 

一般会計ＯＤＡ予算 5,680 5,610 ＋69（＋1.2%） 

（注 1）ＯＤＡ事業量は、円借款、ＯＤＡ予算（当初＋前年度補正）、国際機関向け拠出国債等発

行額の合計。  

 
 
 
 
 

○ 外務省予算は、保健分野のＯＤＡやデジタル化の推進等に重点的に措置（総額では２年連

続の減、特殊要因除きでは４年ぶりの減） 
 

   （単位：億円） 

項 目 ３年度 ２年度 増 減 

外務省予算（注 2） 
7,097 7,120    ▲23（▲0.3%） 

7,051 7,077 ▲26（▲0.4%） 

うち、ＯＤＡ予算 4,498 4,429 ＋69（＋1.6%） 

（注 2）上段は総額、下段は特殊要因除き。いずれも、３年度は内閣官房へのシステム関係経費の

移管分（138 億円）を含む。移管分を除く３年度の外務省予算（総額）は 6,959 億円。 
 
 

外交関係予算のポイント 

◆ ＯＤＡ 

令和３年度予算編成の基本的な考え方 

◆ 外務省予算 
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１．新型コロナウイルス感染症への対応             ２年度   ３年度 
 628 億円 ⇒ 718 億円 

 

○新型コロナウイルス感染症の克服 

―国際機関への拠出を通じたワクチン、治療薬、診断薬の供給支援 

―途上国における感染症研究拠点の施設整備、検査機材供与、人材育成支援等を通じた検査

体制の拡充や、空港・港湾等国境施設における検査機材の供与、施設建設などを通じた水

際対策の強化 

―査証免除措置の一時停止国での査証業務支援 等 

 

○ポスト・コロナに向けた取組           

―保健システムの脆弱な途上国に対する支援（機材供与、技術支援等） 

―コロナ時代の国際秩序の検証及び新型コロナ対応で新たに浮上した法的論点・制度を含む

調査研究 

―我が国の安全性や魅力の積極的発信 等 

 

 

２．国際秩序の強化、外交・領事実施体制の強化       ２年度     ３年度 
 1,723 億円 ⇒ 1,716 億円 

 
○安保・経済両面での国際秩序の強化、我が国が主導する新たなルール作り 

―太平洋・島サミットや日・メコン地域首脳会議の本邦開催を通じた島しょ国・メコン諸国

との関係強化 

―途上国のサイバー能力構築支援、宇宙関連法令整備支援を通じた影響力強化 

―ＷＴＯ非公式閣僚会合の本邦開催を通じたＷＴＯ改革の議論主導 等 

 

○危機的状況下でも機能する外交・領事実施体制の構築 

―デジタル・ガバメントの推進（旅券の電子申請システムの設計・開発等） 

―外務大臣等のチャーター機予算拡充 

―在ダナン総領事館（ベトナム）の新設 等 

 

 

３．国境を超える課題への対応、戦略的対外発信       ２年度     ３年度 
 2,603 億円 ⇒ 2,531 億円 

 

○国境を越える課題への対応とグローバル・ガバナンスの強化 

―ＴＩＣＡＤ閣僚会合の本邦開催を通じたアフリカ諸国との関係強化 

―国際機関に若手の日本人を派遣するＪＰＯ（Junior Professional Officer）制度や中堅

派遣制度等を活用した人材育成、国際機関における幹部職員増強 等 

 

○戦略的対外発信・情報収集の強化 

―外務大臣記者会見のライブ配信 

―ＳＮＳによる情報発信能力の強化 

―ＪＩＣＡ開発大学院連携（留学生に対する日本の開発・発展とＯＤＡの経験の共有）によ

る途上国の発展への貢献 等 
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主
な
事
項

（
）
は
令
和
２
年
度
予
算
額

概
要

①
公
共
事
業
関
係
費
等

道
路
、
港
湾
、
空
港
や
、
農
林
水
産
振
興
の
た
め
の
生
産
基
盤
な
ど
の
社
会
資
本
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
や
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
首
里
城
復
元
に
向
け
た
取
組
を
実
施
。

１
，
４
２
０
億
円
*
（
１
，
４
２
０
億
円
）

②
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確
か
つ
効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る

事
業
を
県
が
自
主
的
な
選
択
に
基
づ
い
て
実
施
。

９
８
１
億
円
（
１
，
０
１
４
億
円
）

ソ
フ
ト
5
0
4
億
円
（
5
2
2
億
円
）
／
ハ
ー
ド
4
7
7
億
円
（
4
9
2
億
円
）

③
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
O
I
S
T
）

世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
を
行
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
拠
点
と
な
る
た
め
、
規
模
拡
充
に
向
け

た
取
組
の
支
援
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
等
を
核
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
。

１
９
０
億
円
（
２
０
３
億
円
）

④
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

西
普
天
間
住
宅
地
区
（
返
還
基
地
）
跡
地
に
お
い
て
、
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
大
学
病
院
の
移
設

を
中
心
と
す
る
、
国
際
性
・
離
島
の
特
性
を
踏
ま
え
た
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
整
備
を
推
進
。

９
５
億
円
（
８
９
億
円
）

⑤
北
部
振
興
事
業
（
非
公
共
）

県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
北
部
地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
や
定
住
条
件
の
整
備
等
を
推
進
。

３
５
億
円
（
３
５
億
円
）

※
公
共
は
①
の
内
数

⑥
沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

厳
し
い
自
然
的
・
社
会
的
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村
の
先
導
的
な
事
業
を
支
援
。

１
５
億
円
（
１
５
億
円
）

⑦
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

沖
縄
の
将
来
を
担
う
子
供
達
が
直
面
す
る
貧
困
に
関
す
る
深
刻
な
状
況
に
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
、

支
援
員
の
配
置
や
居
場
所
づ
く
り
を
集
中
的
に
実
施
。

１
５
億
円
（
１
４
億
円
）

⑧
沖
縄
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

沖
縄
へ
の
企
業
誘
致
、
国
際
物
流
拠
点
を
活
用
し
た
先
進
的
な
も
の
づ
く
り
産
業
等
の
創
出
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
産
業
人
材
の
育
成
等
を
通
じ
た
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
。

１
３
億
円
（
１
３
億
円
）

⑨
沖
縄
小
規
模
離
島
生
活
基
盤
整
備
推
進
事
業

沖
縄
の
小
規
模
離
島
に
お
け
る
海
底
送
電
ケ
ー
ブ
ル
（
一
部
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
線
を
含
む
）
の
整
備

等
を
支
援
。

１
１
億
円
（
１
１
億
円
）

⑩
沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
新
た
な
操
業
体
制
等
に
対
応
す
る
た
め
、
人
材
確
保
対
策
、

県
産
黒
糖
の
需
要
拡
大
・
安
定
供
給
対
策
、
市
町
村
に
よ
る
季
節
工
の
宿
舎
整
備
等
を
支
援
。

１
０
億
円
（
１
２
億
円
）

⑪
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
や
、
県
内
企
業
等
の
働
き
方
改
革
・
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る
た
め
、
既
存
施

設
の
改
修
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
・
活
用
を
支
援
。

３
億
円
（
３
億
円
）

⑫
新
た
な
沖
縄
観
光
サ
ー
ビ
ス
創
出
支
援
事
業

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
配
慮
し
つ
つ
、
沖
縄
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活
か
し
た
、
沖
縄
な
ら

で
は
の
長
期
滞
在
型
の
新
た
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
支
援
。

３
億
円
【
新
規
】

⑬
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

一
括
交
付
金
（
ソ
フ
ト
交
付
金
）
を
補
完
し
、
特
に
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す
る
事
業
で
あ
っ

て
、
機
動
性
を
も
っ
て
迅
速
・
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
市
町
村
等
の
事
業
を
推
進
。

８
５
億
円
（
５
５
億
円
）

内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局

令
和
３
年
度
沖
縄
振
興
予
算
案
に
つ
い
て

※
令
和
２
年
度
予
算

３
，
０
１
０
億
円

令
和
３
年
度
沖
縄
振
興
予
算
案

３
，
０
１
０
億
円
*

*
自
動
車
安
全
特
別
会
計
空
港
整
備
勘
定
計
上
分
を
含
む
。
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国

交
付

金
（

１
/
２

）
都
道
府
県

市
町
村

【
対
象
事
業
】

①
先
駆
性
の
あ
る
取
組
及
び
先
駆
的
・
優
良
事
例
の
横
展
開

・
官

民
協

働
、

地
域

間
連

携
、

政
策

間
連

携
、

事
業

推
進

主
体

の
形

成
、

人
材

の
確

保
・

育
成

例
）

し
ご

と
創

生
、

観
光

振
興

、
地

域
商

社
、

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
ま

ち
づ

く
り

、
生

涯
活

躍
の

ま
ち

、
働

き
方

改
革

、
小

さ
な

拠
点

、
商

店
街

活
性

化
等

②
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
を
推
進
す
る
た
め
の
全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
取
組

・
未
来
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
支
援

③
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
移
住
・
起
業
・
就
業
支
援
）

・
東

京
圏

か
ら

の
Ｕ

Ｉ
Ｊ

タ
ー

ン
の

促
進

及
び

地
方

の
担

い
手

不
足

対
策

④
複
数
年
度
に
わ
た
る
施
設
整
備
事
業
（
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
）

○
第

２
期

「
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

」
に

基
づ

く
地

方

創
生

の
よ

り
一

層
の

推
進

に
向

け
た

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

①
地

方
版

総
合

戦
略

に
基

づ
く

、
地

方
公

共
団

体
の

自
主

的
・

主
体

的
で

先
導

的
な

事
業

を
支

援

②
Ｋ

Ｐ
Ｉ

の
設

定
と

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
組

み
込

み
、

従
来

の

「
縦

割
り

」
事

業
を

超
え

た
取

組
を

支
援

③
地

域
再

生
法

に
基

づ
く

法
律

補
助

の
交

付
金

と
し

、
安

定
的

な
制

度
・

運
用

を
確

保

【
手

続
き

】
地

方
公

共
団

体
は

対
象

事
業

に
係

る
地

域
再

生
計

画

（
概

ね
５

年
程

度
）

を
作

成
し

、
内

閣
総

理
大

臣
が

認
定

。

※
本

交
付

金
の

う
ち

一
部

に
つ

い
て

は
、

地
方

大
学

・
産

業
創

生
法

に

基
づ

く
交

付
金

と
し

て
執

行

事
業

概
要

・
目

的
対

象
事

業
等

資
金

の
流

れ

①
複
数
年
度
に
わ
た
る
施
設
整
備
事
業
の
円
滑
化
（
本
交
付
金
の
う
ち
5
0
億
円

を
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
と
し
て
措
置
（
2
0
億
円
の
増
額
）
）

②
移
住
支
援
事
業
の
要
件
緩
和
（
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
等
の
対
象
化
）

③
起
業
支
援
事
業
の
要
件
緩
和
（
So
ci
et
y5
.0
関
連
業
種
等
の
対
象
化
）

令
和

３
年

度
か

ら
の

主
な

運
用

改
善

具
体
的
な

「
成

果
目

標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ）
」

の
設
定

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
」

の
確
立

（
１

/
２

の
地

方
負

担
に

つ
い

て
は

、
地

方
財

政
措

置
を

講
じ

ま
す

）

交
付
上
限
額
（
国
費
）

申
請
上
限
件
数

都
道
府
県

先
駆
3
.
0
億
円

横
展
開
1
.
0
億
円

原
則
９
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
３
事
業
）

中
枢
中
核
都
市

先
駆
2
.
5
億
円

横
展
開
0
.
8
5
億
円

原
則
７
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
２
事
業
）

市
町
村

先
駆
2
.
0
億
円

横
展
開
0
.
7
億
円

原
則
５
事
業
（
う
ち
広
域
連
携
１
事
業
）

※
S

oc
ie

ty
5.

0タ
イ
プ
は

都
道

府
県

・
中

枢
中

核
都

市
・
市

町
村

と
も
に
交

付
上

限
額

（
国

費
）

3.
0億

円
、
申
請
上
限
件
数
の
枠

外

地
方

創
生

推
進

交
付

金
（

内
閣

府
地

方
創

生
推

進
事

務
局

）

３
年

度
概

算
決

定
額

１
,０

０
０

億
円

（
２

年
度

予
算

額
１

,０
０

０
億

円
）

内
閣
府
作
成
資
料
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○
国

が
策

定
す

る
地

域
に

お
け

る
大

学
振

興
・

若
者

雇
用

創
出

に
関

す
る

基
本

指
針

を
踏

ま
え

、
首

長
主

宰
の

推
進

会
議

（
地

方
公

共
団

体
、

大
学

、
産

業
界

等
で

構
成

）
を

組
織

し
、

地
域

の
産

業
振

興
・

専
門

人
材

育
成

等
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
地

域
の

将
来

を
担

う
若

者
が

大
幅

に
減

少
す

る
中

、
地

域
の

人
材

へ
の

投
資

を

通
じ
て
地
域
の
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

〇
こ

の
た

め
、

本
交

付
金

で
は

「
地

方
大

学
・

産
業

創
生

法
」

に
基

づ
き

、
首

長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
地

域
の

中
核

的
産

業
の

振
興

に
向

け
、

産
官

学

連
携

に
よ

り
、

地
域

に
特

色
の

あ
る

研
究

開
発

や
専

門
人

材
育

成
に

取
り

組

む
地
方
公
共
団
体
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
地

域
産

業
創

生
の

駆
動

力
と

な
り

特
定

分
野

に
圧

倒

的
な
強
み
を
持
つ
「
キ
ラ
リ
と
光
る
地
方
大
学
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
地

域
の

産
業

振
興

、
専

門
人

材
育

成
等

の
取

組
の

推
進

に
よ

り
、

地
域

の
生
産
性
の
向
上
、
若
者
の
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

○
「

キ
ラ

リ
と

光
る

地
方

大
学

づ
く

り
」

に
よ

り
、

学
生

の
地

方
大

学
へ

の
進
学
が
推
進
さ
れ
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
寄
与
し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

国資
金

の
流

れ
（

内
閣

府
交

付
金

）

都
道
府
県

政
令
指
定
都
市
等

地
方
公
共
団
体

大
学
等

産
業
界
等

＜
本

交
付

金
の

取
組

＞

・
組

織
レ
ベ
ル
で
の

推
進

会
議

の
構

築

・
産

業
振

興
と
専

門
人

材
育

成
の

一
体

的
推

進

・
海

外
連

携
等

に
よ
る
特

色
あ
る
大

学
改

革

（
学

部
・
学

科
再

編
等

）
の

実
施

キ
ラ
リ
と
光

る
地
方
大
学
づ
く
り

地
方
負
担
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
る

交
付
金

（
１
/
２
，
２
/
３
,
 
３
/
４

）

地
域

に
お
け
る

大
学

振
興

・
若

者
雇

用
創

出
推
進
会
議

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
交

付
金

事
業

（
内

閣
府

地
方

創
生

推
進

事
務

局
）

３
年

度
概

算
決

定
額

内
閣

府
及

び
文

部
科

学
省

合
計

９
７

.５
億

円
（

２
年

度
予

算
額

９
７

.５
億

円
）

・
内

閣
府

交
付

金
分

：
７

２
．

５
億

円
（

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
交

付
金

２
２

．
５

億
円

、
地

方
創

生
推

進
交

付
金

活
用

分
５

０
.０

億
円

・
文

部
科

学
省

計
上

分
：

２
５

．
０

億
円

○
地

方
公

共
団

体
が

申
請

し
た

同
計

画
（

概
ね

1
0
年

間
）

に
つ

い
て

、
国

の
有

識
者

委
員

会
の

評
価

を
踏

ま
え

、
基

本
指

針
で

定
め

る
基

準
（

自
立

性
、

地
域

の
優

位
性

等
）

に
よ

り
優

れ
た

も
の

を
認

定
し

、
本

交
付

金
に

よ
り

支
援
し
ま
す
（
原
則
５
年
間
）
。

○
こ

の
ほ

か
、

内
閣

府
交

付
金

の
対

象
と

な
る

大
学

に
お

い
て

は
、

文
部

科
学

省
計

上
分

（
国

立
大

学
法

人
運

営
費

交
付

金
及

び
私

立
大

学
等

改
革

総
合
支
援
事
業
の
う
ち
の
2
5
億
円
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

○
地

方
公

共
団

体
等

が
設

定
し

た
K
P
I
を

、
国

の
有

識
者

委
員

会
の

評
価

を
踏

ま
え
毎
年
度
検
証
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
ま
す
。

○
令

和
３

年
度

も
、

令
和

２
年

度
に

引
き

続
き

、
「

本
申

請
枠

」
に

加
え

、
評

価
委

員
や

事
務

局
等

が
申

請
団

体
に

対
し

助
言

を
行

い
な

が
ら

、
約

半
年

間
か

け
て

計
画

作
成

の
支

援
を

行
う

「
計

画
作

成
支

援
枠

」
の

２
つ

の
枠
で
申
請
を
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。

内
閣

府
作

成
資
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国

①
地
方
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
や
社
員
移
住
等
の
後
押
し

に
向
け
た
取
組
を
検
討
中
の
企
業
と
、
そ
の
よ
う
な
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
や
社
員
等
の
呼
び
込
み
を
図
る
自
治
体
と
を
結
ぶ
情
報

提
供
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

②
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
に
向
け
て
社
内
制
度
整
備
等
を
進
め
る
優

良
企
業
の
取
組
の
見
え
る
化
等
、
地
方
創
生
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
に
向
け
て
必
要
な
取
組
や
好
事
例
の
調
査
・
分
析
及
び
広

報
等
を
行
い
ま
す
。

○
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
き
っ
か
け
に
全
国
で
約
３

割
以
上
の
方
々
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
経
験
し
、
地
方
移
住
等
へ
の

関
心
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
国
民
の
意
識
・
行
動
も
変

容
し
て
き
て
い
ま
す
。

○
「

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
0
」
（
令

和
２
年
７
月
1
7
日
閣
議
決
定
）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
も
活

か
し
、
地
方
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
、
テ
レ
ワ
ー

ク
・
リ
モ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
大
き
く
し
、
東
京
圏
へ
の
一

極
集
中
を
是
正
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
こ

の
た
め
、
国
は
委
託
事
業
に
よ
り
、
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
に
よ
る
地
方
へ
の
新
た
な
ひ
と
の
流
れ
の
創
出
に
向

け
た
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。地

方
創

生
テ

レ
ワ

ー
ク

推
進

事
業

（
内

閣
府

地
方

創
生

推
進

室
）

３
年

度
概

算
決

定
額

１
.２

億
円

（
新

規
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
地

方
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
、
社
員
の
移
住
、
関
係
人
口

の
創
出
等
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中

の
是
正
に
貢
献
し
ま
す
。

○
「

新
し
い
生
活
様
式
」
に
必
要
な
テ
レ
ワ
ー
ク
を
地
域
に
普
及

さ
せ
、
分
散
化
に
よ
り
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

委
託

費

民
間
事
業
者

期
待

さ
れ

る
効

果

社
員

東
京
の
大
企
業

を
中
心
と
し
た

企
業

環
境
整
備
・
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
・
生
活
支
援
等

オ
フ
ィ
ス
開
設
、

移
住
、
滞
在
等

地
方
公
共
団
体

地
域
産
業
界

中
間
支
援
組
織
等

内
閣

府
作

成
資
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地
⽅
創
⽣
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

空
き
家
等
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
改
修
、

企
業
に
貸
し
出
し
（
福
島
県

会
津
若
松
市
）

⺠
間
所
有
の
施
設
を
共
⽤
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
整
備

企
業
や
個
⼈
等
が
利
⽤
（
北
海
道

北
⾒
市
）

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
と
し
て
、
地

方
で

暮
ら

し
て

も
テ

レ
ワ

ー
ク

で
都

会
と

同
じ

仕
事

が
で

き
る

と
の

認
識

が
拡

大
。

〇
地
方
に
お
け
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
の
勤
務
な
ど

地
方

創
生

に
資

す
る

テ
レ

ワ
ー

ク
（

地
方

創
生

テ
レ

ワ
ー

ク
）

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
地

方
へ

の
新

し
い

人
の

流
れ

を
創

出
し

、
東

京
圏

へ
の

一
極

集
中

是
正

、
地

方
分

散
型

の
活

力
あ

る
地

域
社

会
の

実
現

を
図

る
。

〇
各

種
支

援
策

を
講

じ
る

と
と
も
に
、
産

業
界

や
自

治
体

等
の

関
係

者
を

巻
き

込
む

た
め

の
取

組
や

、
企

業
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
環

境
、

労
務

面
な

ど
の

環
境

整
備

を
進
め
る
。

［
地
⽅
創
⽣
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
向
け
た
主
要
な
⽀
援
策
］

○
地
⽅
創
⽣
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
⾦
の
創
設

新
た
に
交
付
⾦
を
創
設
し、
地
⽅
創
⽣
テ
レ
ワ
ー
クを

推
進
す
る
地
⽅
公
共
団
体
の
取
組
（
サ
テ
ライ
トオ
フィ

ス
の
整
備
等
）
を
⽀
援

○
地
⽅
創
⽣
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

○
地
⽅
創
⽣
移
住
⽀
援
事
業
の
対
象
拡
充

地
⽅
へ
の
新
しい
ひ
との
流
れ
の
創
出
に
向
け
、情

報
提

供
体
制
の
強
化
、企

業
に
よ
る
取
組
の
⾒
え
る
化
等
に
向
け

た
調
査
・広
報
等
に
よ
る
環
境
整
備
を
実
施

東
京
で
の
仕
事
を
テ
レ
ワ
ー
クに
よ
り続

け
な
が
ら移

住
す

る
場
合
も
⽀
援

内
閣

府
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○
外

交
・
防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応
等

の
危
機
管
理
の
た
め
に
必
要
な
情
報
の
収
集
を
主
な
目
的
と
し

た
情
報
収
集
衛
星
の
開
発
等
を
行
い
、
政
府
の
情
報
機
能
を
強

化
し
ま
す
。
主
に
以
下
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
「
基
幹
衛
星
」
４
機
に
、
「
時
間
軸
多
様
化
衛
星
」
４
機

及
び
「
デ
ー
タ
中
継
衛
星
」
２
機
を
加
え
た
合
計
１
０
機
の

整
備
を
目
標
と
し
、
着
実
に
衛
星
開
発
を
進
め
ま
す
。

（
２
）
即
時
性
の
向
上
や
デ
ー
タ
量
の
増
加
に
対
応
し
た
地
上
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
情
報
収
集
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
大
幅
な
機
能
・
性
能
の
向
上

を
図
る
た
め
、
短
期
打
上
型
小
型
衛
星
の
実
証
研
究
等
の
重

要
技
術
の
先
行
研
究
開
発
を
進
め
ま
す
。

情
報

収
集

衛
星

の
開

発
・

運
用

事
業

費
（

内
閣

衛
星

情
報

セ
ン

タ
ー

）

３
年

度
概

算
決

定
額

６
２

５
．

３
億

円
（

２
年

度
予

算
額

６
２

５
．

３
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的

資
金

の
流

れ

○
外
交
・
防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
危
機
管
理
の
た
め
に
必
要
な

情
報
の
収
集
を
確
実
に
行
い
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

に
貢
献
し
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果
国

委
託

費
等

J
A
X
A
、
N
I
C
T
等
の

宇
宙
開
発
関
連
機
関
等

地
上

シ
ス
テ
ム

コ
マ
ン
ド

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

デ
ー
タ

分
析
・
配
布

撮
像
要
求

官
邸

ユ
ー
ザ
省
庁

＜
撮
像
要
求
か
ら
分
析
・
配
布
の
流
れ
＞

内
閣

衛
星

情
報
セ
ン
タ
ー

情
報

収
集

衛
星

（
光

学
・
レ
ー
ダ
衛

星
）

デ
ー
タ
中
継
衛
星

地
上

局

＜
１
０
機
体
制
の
概
要
＞

・
基

幹
衛

星
及

び
時

間
軸

多
様

化
衛

星
に
よ
り
地

球
上

の
特

定
地

点
を
1
日

に
2
回

以
上

撮
像

す
る
こ
と
が

可
能

。

・
時
間
軸
多
様
化
衛
星
を
基
幹
衛
星
と
異
な
る
時
間
帯
に
配
備
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
時
間
帯
で
の
撮
像
が
可
能
。

・
デ
ー
タ
中

継
衛

星
の

利
用

に
よ
り
、
伝

送
時

間
を
大

幅
に
短

縮
し
即

時
性

が
向

上
。

内
閣

官
房

作
成
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国

委
託
費
、
P
F
I
費
用

民
間
事
業
者
等

○
衛
星
測
位
の
精
度
や
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
測
位
衛
星
の
補
強
機
能

に
加
え
、
災
害
情
報
・
安
否
情
報
を
配
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
等

を
有
す
る
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
整
備
を
行
う
。

①
4
機
（
1
号
機
～
4
号
機
）
の
運
用

②
7
機
体
制
の
確
立
と
機
能
・
性
能
向
上
に
向
け
た
衛
星
（
5
号
機
～
7

号
機
）
の
開
発
・
整
備
、
地
上
設
備
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
等

○
測
位
衛
星
の
補
完
機
能
(
測
位
可
能
時
間
の
拡
大
）
、
測
位
の
精

度
や
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
補
強
機
能
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
等

を
有
す
る
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
整
備
・
運
用
す
る
。

○
平
成
3
0
年
1
1
月
よ
り
4
機
体
制
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
準
天
頂
衛

星
シ
ス
テ
ム
の
精
度
は
、
数
c
m
級
も
含
め
た
他
国
の
衛
星
測
位

シ
ス
テ
ム
よ
り
優
れ
た
精
度
を
実
現
。

○
2
0
2
3
年
度
を
め
ど
と
し
た
7
機
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
日
本
上
空

に
必
ず
衛
星
4
機
が
存
在
し
、
米
国
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
依
存
せ
ず
に
持
続

測
位
が
可
能
と
な
る
。

○
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
0
」
（
令
和
2
年
7
月

1
7
日
閣
議
決
定
）
、
「
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
（
令
和
2

年
7
月
1
7
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
2
0
2
3
年
度
め
ど
の
7
機
体

制
の
確
立
及
び
機
能
・
性
能
の
向
上
と
、
こ
れ
に
対
応
し
た
地

上
設
備
の
開
発
・
整
備
及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。実

用
準

天
頂

衛
星

シ
ス

テ
ム

の
開

発
・

整
備

・
運

用
（

内
閣

府
宇

宙
開

発
戦

略
推

進
事

務
局

）

３
年

度
概

算
決

定
額

１
７

０
．

７
億

円
（

２
年

度
予

算
額

2
6
7
.4

億
円

※
「

臨
時

・
特

別
の

措
置

」
１

０
０

．
１

億
円

を
含

む
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化

○
産
業
・
生
活
・
行
政
の
高
度
化
・
効
率
化

○
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
貢
献
と
我
が
国
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

○
日
米
協
力
の
強
化

○
災
害
対
応
能
力
の
向
上
等
広
義
の
安
全
保
障

期
待

さ
れ

る
効

果

地
上

設
備

の
開

発
・
整

備
・
運

用 国
際

周
波

数
調

整

他
国

の
衛

星

準
天

頂
衛

星
の

地
球

局
他

国
の

地
球

局

干
渉

準
天

頂
衛

星

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
利
用
者

H3
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
打
ち
上
げ

ほ
ぼ

真
上

（
準

天
頂

）
か

ら
の

信
号

に
よ
り
精

度
向

上
（
衛

星
数

増
）

内
閣
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○
近
年
、
安
全
保
障
に
お
け
る
宇
宙
空
間
の
重
要
性
や
経
済
社
会

の
宇
宙
シ
ス
テ
ム
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
諸
外
国
や

民
間
の
宇
宙
活
動
も
活
発
化
。

〇
そ
の
中
で
、
宇
宙
活
動
・
利
用
の
規
模
や
幅
が
飛
躍
的
に
広

が
っ
て
お
り
、
共
通
基
盤
技
術
の
特
定
と
各
省
連
携
の
強
化
に

よ
り
、
ま
た
、
産
学
の
多
様
な
分
野
の
高
度
な
技
術
を
結
集
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
・
効
果
的
に
開
発
を
進
め
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

〇
本
事
業
で
は
、
宇
宙
政
策
委
員
会
に
お
け
る
議
論
の
下
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
等
に
よ
る
市
場
環
境
の
急
激
な
変
化
へ
の
対
応
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
必
要
な
技
術
動
向

等
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
急
務
か
つ
即
効
性
の
あ
る
研
究

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
を
特
定
す
る
。

〇
そ
の
上
で
、
関
係
省
庁
の
連
携
の
下
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
異
分
野

を
含
む
民
間
事
業
者
や
研
究
機
関
の
積
極
的
な
参
入
を
促
し
、

研
究
開
発
・
実
証
を
強
力
に
推
進
、
加
速
し
て
い
く
。宇

宙
開

発
利

用
推

進
費

（
内

閣
府

宇
宙

開
発

戦
略

推
進

事
務

局
）

３
年

度
概

算
決

定
額

１
３

．
０

億
円

事
業

概
要

・
目

的

資
金

の
流

れ

○
多
様
な
事
業
者
の
参
入
、
投
資
促
進

〇
革
新
的
・
先
端
的
な
技
術
獲
得
を
通
じ
た
国
際
競
争
力
の
強
化

期
待

さ
れ

る
効

果

内 閣 府

委
託

実
施
主
体

※
民

間
事

業
者
等

、
大
学

、
研

開
法
人

等
の
コ

ン
ソ

ー
シ
ア

ム

担
当

省
庁

※
 必

要
な
場

合
は

内
閣
府
が

直
執
行

移
し
替
え

○
本
事
業
の
対
象
と
す
べ
き
研
究
開
発
・
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

関
係
省
庁
を
特
定
し
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
つ
つ
事
業
を
執
行

す
る
。
ま
た
執
行
管
理
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
等
に
つ
い
て
も

宇
宙
政
策
委
員
会
に
お
い
て
行
い
、
必
要
な
改
善
指
示
等
を
行

う
。

〇
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
場
環
境
の
急
激
な
変
化
や
、
安

全
・
安
心
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
迅
速
に
取
り
組
む
べ
き
も
の

に
つ
い
て
、
宇
宙
政
策
委
員
会
の
審
議
に
よ
り
決
定
す
る
。

＜
想
定
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
メ
ー
ジ
（
例
）
＞

衛
星
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
化
技
術

衛
星
デ
ー
タ
の
Ａ
Ｉ
分
析
技
術

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

内
閣

府
作

成
資

料
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国
民
間
事
業
者
等

(
１
)
国
内
向
け
広
報

①
政
府
の
重
要
施
策
等
に
関
す
る
広
報
（
国
内
）

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
各

種
媒
体
の
活
用
等
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
て
効
果

的
な
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

②
世
論
の
調
査

基
本
的
な
国
民
の
意
識
の
動
向
及
び
政
府
の
重
要
施
策
に
関
す

る
国
民
の
意
識
を
把
握
し
、
政
府
施
策
の
企
画
・
立
案
等
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
世
論
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

(
２
)
国
外
向
け
広
報

国
内
外
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
有
識
者
・
実
務
経
験
者
等
と
の
連

携
、
日
本
の
魅
力
を
発
信
し
対
日
理
解
を
促
進
す
る
資
料
の
整

備
、
海
外
で
の
日
本
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
海
外
テ
レ
ビ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
、
海
外
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ

ー
ダ
ー
層
に
対
し
、
我
が
国
の
立
場
に
つ
い
て
の
戦
略
的
な
国

際
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

○
政
府
の
重
要
施
策
や
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
更

に
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
て
広
報
を

実
施
し
ま
す
。

○
我
が
国
の
立
場
の
的
確
な
対
外
発
信
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
に

お
け
る
我
が
国
へ
の
理
解
の
促
進
と
支
持
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。

○
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ
つ
、
効

果
的
・
効
率
的
な
広
報
を
目
指
し
ま
す
。

○
個
々
の
広
報
の
実
施
後
に
、
効
果
測
定
を
行
い
、
改
善
点
を
明

確
に
し
、
次
の
広
報
に
役
立
て
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
適
切
な
媒
体
、
出
稿
回
数
等
を
年
に
１
回
見
直
し
、
効
果

的
・
効
率
的
な
広
報
媒
体
の
選
定
に
役
立
て
ま
す
。

政
府

の
重

要
施

策
等

に
関

す
る

広
報

（
内

閣
府

大
臣

官
房

政
府

広
報

室
）

３
年

度
概

算
決

定
額

８
３

．
６

億
円

（
２

年
度

予
算

額
８

５
．

０
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
政
府
の
重
要
施
策
や
基
本
方
針
に
関
す
る
国
民
へ
の
理
解
増
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

○
国
際
社
会
に
お
け
る
、
我
が
国
の
立
場
や
政
策
に
関
す
る
正
し
い

理
解
の
促
進
と
親
日
感
の
醸
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

業
務
発
注
（
請
負
）

拠
出

内
閣

府
作

成
資
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国
地
方
公
共
団
体

性
暴
力
・
配
偶
者
暴
力
被
害
者
等
支
援
交
付
金

（
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
事
業
）

〔
交
付
対
象
〕

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
経
費

支
援
者
の
人
件
費
、
支
援
者
及
び
医
療
関
係
者
を
対
象
と
す
る

研
修
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
会
議
、
広
報
啓
発
、

法
的
支
援
等

※
運
営
体
制
の
強
化
に
係
る
事
業

2
4
時
間
対
応
に
要
す
る
経
費
、
拠
点
と
な
る
病
院
の
整
備
に

要
す
る
経
費
、
関
係
機
関
等
地
域
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制

強
化
に
要
す
る
経
費
、
先
進
的
な
取
組
に
要
す
る
経
費
等

○
医
療
費
等
の
公
費
負
担
に
要
す
る
経
費

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
警
察
に
相
談
で
き
な
い
者
に
係
る

医
療
費
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
、
証
拠
採
取
費
用

〔
交
付
率
〕

都
道
府
県
が
要
し
た
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
医
療
費
は
３
分
の

１
）

○
性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、
被
害
者
の
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、

心
身
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
後
の
生
活
に
も
甚
大
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
早
期
の
適
切
な
支
援
に
よ

り
、
回
復
で
き
る
も
の
で
す
。

○
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
被
害
直
後
か
ら
の
医
療
的
支
援
、
法
的
支
援
、
相
談

を
通
じ
た
心
理
的
支
援
な
ど
を
総
合
的
に
行
う
た
め
に
全
て
の

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
す
。
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
対

策
の
強
化
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
被
害
者
支
援

の
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
抜
本
的
な
強
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
で

す
。

○
そ
の
た
め
、
本
交
付
金
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
安
定
化
及
び
被
害
者
支

援
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

性
犯

罪
・

性
暴

力
被

害
者

の
た

め
の

交
付

金
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

男
女

間
暴

力
対

策
課

）

令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

２
．

５
億

円
（

令
和

２
年

度
予

算
額

２
．

５
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
の
取
組
を
強
化
し
、
全
都
道
府
県

に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
安
定
化
及
び
被
害
者
支
援
機
能
の

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
が
安
心
し
て
相
談
や
支
援
等

を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果

交
付

金

内
閣

府
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成
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性
暴
力
・
配
偶
者
暴
力
被
害
者
等
支
援
交
付
金

（
配
偶
者
暴
力
被
害
者
等
支
援
調
査
研
究
に
係
る
も
の
）

・
交

付
先

：
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
、

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）

・
対
象
経
費

：
都
道
府
県
等
が
負
担
し
た
、
民
間
シ
ェ

ル
タ
ー
等
の
先
進
的
な
取
組
を
促
進
す
る

た
め
の
経
費

①
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
要
す
る
経
費

(
母
子
一
体
で
受
け
入
れ
る
た
め
の
改
修
経
費
、
メ
ー
ル
・
S
N
S
等
相
談
の
た
め

の
人
件
費
・
シ
ス
テ
ム
整
備
費
、
安
全
性
確
保
の
た
め
の
防
犯
設
備
に
か
か

る
経
費
等
）

②
専
門
的
・
個
別
的
支
援
に
要
す
る
経
費

(
心
理
的
ケ
ア
や
同
伴
児
童
の
進
学
等
の
専
門
的
な
相
談
支
援
を
行
う
専
門
職

配
置
に
要
す
る
人
件
費
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
・
連
携
に
要
す
る
人
件
費
、
専
門
性
向
上
に
係
る
研
修
経
費

等
）

③
切
れ
目
な
い
総
合
的
支
援
に
要
す
る
経
費

(
自
立
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
経
費
、
関
係
機
関
へ
の
同
行
支
援
に
係
る

交
通
費
、
退
所
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
に
要
す
る
人
件
費

等
）

・
交

付
率

：
国
１
０
/
１
０

・
そ

の
他

：
他
の
国
庫
補
助
制
度
を
適
用
可
能
な
場
合
は
、

他
制
度
優
先

○
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
効
果
検
証
及
び
事
例
調
査

国
業

務
請

負
事

業
者

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
を
始
め
と
す
る
複
合
的
困
難
に

よ
り
、
社
会
的
に
孤
立
し
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
者
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
団
体
が
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
面
、
人
的
基
盤
等
に
お
い
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

○
こ
の
よ
う
な
団
体
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
3
1
年
２
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
Ｄ
Ｖ
等
の
被
害
者
の
た
め

の
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
に
お
い
て
の
議
論
も
踏
ま
え
、
骨
太
の
方
針
2
0
1
9
や
女

性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
2
0
2
0
に
お
い
て
、
民
間
シ
ェ

ル
タ
ー
等
の
先
進
的
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
に
伴
い
、
Ｄ
Ｖ
の
増
加

や
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
被
害
者
支
援
に
お
い
て
、
民
間

シ
ェ
ル
タ
ー
が
果
た
す
役
割
は
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
た
め
、
令
和
２
年
度
事
業
実
績
も
踏
ま
え
、
民
間
シ
ェ
ル

タ
ー
等
が
官
民
連
携
の
下
で
行
う
先
進
的
な
取
組
（
①
受
け
入

れ
体
制
整
備
、
②
専
門
的
・
個
別
的
支
援
、
③
切
れ
目
な
い
総

合
的
支
援
）
に
つ
い
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
実
施
し
、
令
和
２

年
度
の
事
業
実
施
状
況
の
検
討
等
と
併
せ
て
、
さ
ら
な
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
、
効
果
検
証
、
課
題
の
把
握
等
を
実
施
し
ま
す
。

D
V

被
害

者
等

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

強
化

支
援

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

男
女

間
暴

力
対

策
課

）

令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

２
．

４
億

円
（

令
和

２
年

度
予

算
額

２
．

５
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
被
害
者
保
護
等
の
た
め
の
取
組
の

促
進
を
通
じ
て
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
基
盤
強
化
と
対
応
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
へ
の
支
援
の
充
実
・

強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

期
待

さ
れ

る
効

果
地
方
公
共
団
体

交
付

金

内
閣

府
作

成
資

料
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令
和
３
年
度
予
算
で
は

、
政

府
情

報
シ

ス
テ

ム
予

算
と

し
て

①
及

び
②
に
分
類
さ
れ
た
1
0
3
シ
ス

テ
ム

（
①

3
0
、

②
7
3
）
の

う
ち

特
定

の
事

業
と
一
体
的
に
整
備

・
運

用
さ

れ
て

い
る

シ
ス

テ
ム

等
を

除
く

8
7
シ

ス
テ
ム
（
①
2
7
、
②
6
0
）
に

係
る

予
算

を
計

上
し

て
い

ま
す

。

※
一

括
計

上
の

対
象

シ
ス

テ
ム

の
代

表
例

※
デ
ジ
タ

ル
庁

に
お
け

る
分
類

府
省

共
通

シ
ス

テ
ム

の
整

備
等

に
必

要
な

情
報

シ
ス

テ
ム

関
係

予
算

（
内

閣
官

房
IT

総
合

戦
略

室
・

デ
ジ

タ
ル

庁
）

３
年

度
概

算
決

定
額

2
,9

8
6
億

円
（

内
閣

官
房

計
上

2
,6

9
9
億

円
デ

ジ
タ

ル
庁

計
上

2
8
7
億

円
）

（
２

年
度

予
算

額
6
7
4
億

円
）

〇
デ

ジ
タ

ル
庁

は
、

政
府

情
報

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・

管
理

の
基

本
的

な
方

針
（

整
備

方
針

）
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ら

に
関

す
る

事
業
を
統
括
・
監
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
政

府
情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
管

理
に

あ
た

っ
て

は
、

現
行

の
府

省
共

通
シ

ス
テ

ム
、

各
府

省
重

点
シ

ス
テ

ム
等

の
区

分
を

廃
止

し
、

①
デ

ジ
タ

ル
庁

シ
ス

テ
ム

、
②

デ
ジ

タ
ル

庁
・

各
府

省
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

シ
ス

テ
ム

、
③

各
府

省
シ

ス
テ

ム
の

３
類

型
に

分
類

し
、

令
和

３
年

度
予

算
に

お
い

て
は

、
こ

の
う

ち
①

及
び

②
に

係
る

予
算

を
デ
ジ
タ
ル
庁
に
一
括
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
あ

わ
せ

て
、

J
-
L
I
S
（

地
方

公
共

団
体

情
報

シ
ス

テ
ム

機
構

）
に

対
す

る
個

人
番

号
カ

ー
ド

関
連

シ
ス

テ
ム

事
業

費
補

助
金

及
び

預
金

保
険

機
構

の
特

例
業

務
に

係
る

交
付

金
に

つ
い

て
も

、
デ

ジ
タ

ル
庁

が
総
括
・
監
理
で
き
る
よ
う
、
一
括
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
こ

れ
ら

の
取

組
は

、
令

和
２

年
度

予
算

よ
り

内
閣

官
房

に
お

い
て

取
り

組
ん

で
い

る
「

政
府

情
報

シ
ス

テ
ム

の
予

算
要

求
か

ら
執

行
の

段
階

に
お

け
る

一
元

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

」
の

一
環

で
あ

る
予

算
の

一
括

計
上

の
理

念
・

趣
旨

を
継

承
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
デ

ジ
タ

ル
庁

が
設

置
さ

れ
る

ま
で

の
期

間
に

お
い

て
も

、
対

象
シ

ス
テ

ム
の

予
算

を
現

行
の

一
括

計
上

の
枠

組
み

に
計

上
（

内
閣

官
房

へ
計

上
）

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
年

度
を

通
じ
連
携
し
て
執
行
を
行
い
ま
す
。

事
業

概
要

・
目

的

〇
デ

ー
タ

・
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
が

進
む

と
と

も
に

、
ク

ラ
ウ

ド
活

用
が

促
進

さ
れ

、
政

府
内

に
お

け
る

シ
ス

テ
ム

連
携

が
図

り
や

す
く

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

ま
た

、
行

政
手

続
オ

ン
ラ

イ
ン

化
等

の
政

府
方

針
の

加
速

に
よ

り
、

国
民

・
事

業
者

の
更

な
る

利
便

性
向

上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

国
（
デ
ジ
タ
ル
庁
）

契
約

民
間
事
業
者

資
金

の
流

れ
期

待
さ

れ
る

効
果

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

①
デ
ジ
タ
ル
庁
シ
ス
テ
ム

・
政
府
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム

・
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス

テ
ム

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
情
報

提
供

等
記

録
開
示
シ
ス
テ
ム
及

び
サ
ー

ビ
ス

検
索
・
電
子
申
請
機
能

等
シ
ス

テ
ム

） 等

②
デ
ジ

タ
ル

庁
・
各

府
省
共
同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

型
シ
ス

テ
ム

・
国
税

総
合

管
理
シ

ス
テ
ム

・
登
記

情
報

シ
ス
テ

ム
・

外
務

省
情

報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・

Ｌ
Ａ

Ｎ
シ
ス

テ
ム

等

・
デ
ジ
タ

ル
庁
に
お

い
て
執

行
（
整
備

・
運

用
）

・
デ
ジ
タ

ル
庁

に
お

い
て
整

備
・

運
用
に

か
か

る
予

算
に
つ

い
て
は
各

府
省

に
移

し
替

え
、
執

行移
替
え

各
府
省

デ
ジ
タル
庁

デ
ジ
タル
庁

各
府
省

契
約

移
替
え

内
閣
官

房
作

成
資
料
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国
・

地
方

共
通

の
デ

ジ
タ

ル
基

盤
の

構
築

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
に
は
、
官
民
の
手
続
き
で
利
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
デ
ー
タ
の
整
備
が
必
要
。

⾏
政
イン
ター
フェ
ー
ス

Ａ
⾏
政
⼿
続

ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
トリ

⾃
治
体

府
省

⾃
治
体

府
省

・・
・

・・
・

⾏
政
イン
ター
フェ
ー
ス

B⾏
政
⼿
続

⺠
間
イン
ター
フェ
ー
ス

⾦
融
・引
越
しな
ど

申
請
等 住
所

⼟
地

事
業
所

デ
ー
タ
連
携
基
盤

・認
証
機
能
・タ
イム
ス
タン
プ
・フ
ァイ
ヤ
ウォ
ー
ル
・エ
ラー
コン
トロ
ー
ル

企
業

申
請
等

申
請
等

官
民
の
デ
ジ
タ
ル
手
続
等
で
共
通
的
に
使
用

さ
れ
る
基
本
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
ト
リ
」
の
整
備

行
政
機
関
や
民
間
企
業
が
、
ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
ト

リ
と
し
て
整

備
さ
れ
た
住

所
や

土
地

情
報

等
の

様
々
な
情
報
を
円
滑
か
つ
セ
キ
ュ
ア
に
利
用

す
る
た
め
の
基

盤
整

備

国
・
地
方
や
国
民
・
企
業
・
行
政
機
関
が
、
共
通
的
に
デ
ジ
タ
ル
基
盤
を
活
用
し
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進

そ
の
他

基
礎
デ
ー
タ

J-
LI
S

シ
ス
テ
ム

・公
的
個
⼈

認
証

・マ
イナ
ンバ
ー

カー
ド発

⾏

連
携

J
-
L
IS
に
つ

い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連

業
務

に
関

す
る
体

制
を
抜

本
的

に
強

化
し
、
シ
ス
テ
ム
整

備
に
つ

い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連

業
務

、
L
G
W
A
N
、
住

基
ネ
ッ
ト
を
含

め
、
ト
ー

タ
ル
・
デ

ザ
イ
ン
の
下

、
抜

本
的

に
見

直
し

国
・

地
方

共
通

の
デ

ジ
タ

ル
基

盤
の

構
築

に
向

け
た

ベ
ー

ス
レ

ジ
ス

ト
リ

の
整

備
等

の
費

用
３

年
度

概
算

決
定

額
４

４
.2

億
円

（
新

規
）

内
閣
官
房
作
成
資
料
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○
復
興
の
進
展
に
伴
い
、
避
難
生
活
の
長
期
化
、
災
害
公
営
住
宅
等
移
転

後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
、
避
難
指
示
解
除
区
域
に

お
け
る
生
活
再
建
な
ど
、
被
災
者
を
と
り
ま
く
課
題
は
多
様
化
。

○
被
災
者
の
生
活
再
建
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
、
切
れ
目
な
い
支
援
の

実
現
を
図
る
。
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、
被
災
者
の
「
心
の
復
興
」
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て
、

手
厚
く
支
援
。

＜
主
な
内
容
＞

①
災
害
公
営
住
宅
へ
の
移
転
等
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
活
動
を
支
援
。

②
被
災
者
の
生
き
が
い
を
つ
く
る
た
め
の
「
心
の
復
興
」
事
業
を
支
援
。

③
県
外
避
難
者
に
対
し
て
、
相
談
支
援
や
避
難
元
自
治
体
の
情
報
提
供

な
ど
を
実
施
。

④
仮
設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
等
で
暮
ら
す
高
齢
者
等
に
対
す
る
日
常
的

な
見
守
り
・
相
談
支
援
を
実
施
。

⑤
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
を
支
え
る
た
め
、
個
別
相
談
支
援
や
支
援
者
支
援

等
を
実
施
。

⑥
子
ど
も
に
対
す
る
ケ
ア
、
学
習
支
援
、
交
流
活
動
支
援
等
を
実
施
。

Ⅰ
．
各
地
域
の
被
災
者
支
援
の
重
要
課
題
へ
の
対
応
支
援

①
被
災
者
支
援
総
合
事
業

・
住
宅
・
生
活
再
建
支
援

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援

・
「
心
の
復
興
」

・
県
外
避
難
者
支
援

・
高
齢
者
等
日
常
生
活
サ
ポ
ー
ト

・
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

Ⅱ
．
被
災
者
の
日
常
的
な
見
守
り
・
相
談
支
援

②
被
災
者
見
守
り
・
相
談
支
援
事
業

Ⅲ
．
仮
設
住
宅
で
の
総
合
相
談
・
介
護
等
の
サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
運
営

③
仮
設
住
宅
サ
ポ
ー
ト
拠
点
運
営
事
業

Ⅳ
．
被
災
地
に
お
け
る
健
康
支
援

④
被
災
地
健
康
支
援
事
業

Ⅴ
．
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
支
援

⑤
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
支
援
事
業

Ⅵ
．
子
ど
も
に
対
す
る
支
援

⑥
被
災
し
た
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
対
策
等
総
合
支
援
事
業

⑦
福
島
県
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
す
る
自
然
体
験
・
交
流
活
動
支
援
事
業

⑧
仮
設
住
宅
の
再
編
等
に
係
る
子
供
の
学
習
支
援
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業

被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
（
復
興
庁
被
災
者
支
援
班
）

令
和
３
年
度
概
算
決
定
額
１
2
５
億
円
【
復
興
】

（
令
和
２
年
度
予
算
額
１
５
５
億
円
）

事
業
概
要
・
目
的

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

○
被
災
者
支
援
の
基
幹
的
事
業
に
つ
い
て
、
被
災
自
治
体
に
お
い
て
横
断
的
な
事

業
計
画
を
策
定
し
、
交
付
金
に
よ
る
一
体
的
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
被
災
者
支
援
活
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

資
金
の
流
れ

期
待
さ
れ
る
効
果

予
算
の
移
替
え

交
付
金
の
交
付

復
興
庁

県
・

市
町
村
等

各
省
庁

交
付
金
の
交
付

予
算
の
配
分

復
興
庁
作
成
資
料
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（
１
）
対
象
区
域

避
難
指
示
を
受
け
た
１
２
市
町

村
等

（
各

事
業

に
応

じ
て
対
象

地
域

を
設
定

）

（
２
）
福
島
再
生
加
速
化
交
付

金
の

主
な
事
業

内
容

交
付
金
の
対
象

○
「
復
興
基
本
方
針
」
(
抄
)

帰
還
環
境
の
整
備
に
加
え
、
移
住
の
促
進
や
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
拡
大
等
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
福
島
の
復
興
・
再
生
を
支
え

る
新
た
な
活
力
を
呼
び
込
む
た
め
の
取
組
を
進
め
る
。

○
復
興
の
動
き
を
加
速
す
る
た
め
に
、
長
期
避
難
者
へ
の
支
援
か
ら

早
期
帰
還
へ
の
対
応
及
び
新
た
な
住
民
の
移
住
・
定
住
等
の
促
進
に

資
す
る
施
策
を
一
括
し
て
支
援
す
る
「
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
」

を
、
福
島
復
興
の
柱
と
し
、
他
の
事
業
と
も
連
携
さ
せ
つ
つ
、
福
島

再
生
加
速
化
の
原
動
力
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

福
島

再
生

加
速

化
交

付
金

（
復

興
庁

原
子

力
災

害
復

興
班

）

令
和

３
年

度
概

算
決

定
額

７
２

１
億

円
【

復
興

】
（

令
和

２
年

度
予

算
額

７
９

１
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

○
長
期
避
難
者
の
生
活
拠
点
整
備
、
子
育
て
世
帯
の
帰
還
・
定
住
支

援
、
早
期
帰
還
の
た
め
の
生
活
環
境
向
上
や
生
活
拠
点
の
整
備
及
び
、

新
た
な
住
民
の
移
住
・
定
住
等
の
促
進
に
資
す
る
施
策
を
一
括
し
て

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
島
の
復
興
・
再
生
を
加
速
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

復 興 庁
県
・
1
2
市
町
村
等

交
付
金

各 府 省 庁

資
金

の
流

れ

復
興
庁
作
成
資
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移
住
・定
住
促
進
事
業
【新
規
】

（
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
（
帰
還
・移
住
等
環
境
整
備
）
の
内
数
）

原
子
力
災
害
被
災
地
域
（
１
２
市
町
村
）
は
、
住
民
帰
還
も
徐
々

に
進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
若

者
、
子
育
て
世
代
等
、
産
業
・
労
働
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

帰
還
促
進
策
に
加
え
、
新
た
な
住
民
の
移
住
の
促
進
や
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
新
た
な
活
力
を
呼
び
込
む
た
め
の
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。

事
業
目
的

被
災
地
域
以
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
の
促
進
等
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
被
災
１
２
市
町
村
の
居
住
人
口
の
増
加
、
賑
わ
い
の
再

生
・
創
出
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
等
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
福
島
の

復
興
・
再
生
を
加
速
化
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

期
待
さ
れ
る
効
果

資
金
の
流
れ

復 興 庁
県
・
1
2
市
町
村

交
付
金

○
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

(
R
2
.
6
.
1
2
 
改
正
法
公

布
)

（
第
三
十
三
条
）
避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
…
の
長
…
若
し
く
は

福
島
県
知
事
は
単
独
で
、
又
は
、
避
難
指
示
・
解
除
区
域
市
町
村
…
の

長
と
福
島
県
知
事
は
共
同
し
て
…
、
住
民
の
帰
還
及
び
移
住
等
の
促
進

を
図
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
事
業
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○
「
骨
太
方
針

2
0
2
0」

(
R2
.
7
.
1
7閣

議
決
定

)
福
島
の
復
興
・
再
生
は
中
長
期
的
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
改
正
福
島
復

興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
移
住
の
促
進
等
の
思
い
切
っ
た
施
策

の
検
討
や
営
農
再
開
の
加
速
化
を
含
め
、
復
興
・
創
生
期
間
後
も
国
が

前
面
に
立
っ
て
取
り
組
む
。

政
策
的
な
位
置
づ
け

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

（
１
）
地
方
自
治
体
の
自
主
性
に
基
づ
く
事
業
へ
の
支
援

福
島
県
及
び
１
２
市
町
村
が
創
意
工
夫
を
活
か
し
て
作
成
す
る
計
画
に
基

づ
く
下
記
の
よ
う
な
移
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
支
援
。


魅
力
あ
る
働
く
場
づ
く
り

社
会
課
題
の
洗
い
出
し
・
見
え
る
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
創
業
支
援
や
就
業
支
援
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

等

移
住
者
の
呼
び
込
み
、
生
活
環
境
整
備

移
住
希
望
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
情
報
発
信
・
相

談
体
制
の
充
実
・
強
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
移
住
者
間
の
つ
な
が
り
の
深
化
、

住
ま
い
の
確
保
を
中
心
と
し
た
生
活
環
境
の
支
援

等

（
想

定
さ

れ
る

主
な

事
業

項
目

と
実

施
例

）

情
報

発
信

・
呼

び
込

み
・

移
住

に
特

に
関

心
の

高
い

層
へ

の
情

報
発

信
・

移
住

希
望

者
向

け
の

相
談

窓
口

の
体

制
整

備

住
ま

い
・

移
住

者
の

た
め

の
住

ま
い

の
確

保

仕
事

・
兼

業
者

・
副

業
者

、
二

地
域

居
住

者
の

呼
び

込
み

・
地

域
の

課
題

解
決

の
担

い
手

の
呼

び
込

み
・

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

・
交

流
拠

点
の

整
備

・
海

外
・

外
資

系
企

業
や

農
業

法
人

等
の

誘
致

体
制

・
ま

ち
づ

く
り

会
社

等
へ

の
外

部
人

材
の

確
保

（
２
）
移
住
者
等
に
対
す
る
個
人
支
援

全
国
か
ら
の
復
興
・
再
生
を
支
え
る
新
た
な
活
力
と
し
て
、
１
２
市
町
村

へ
の
移
住
等
に
関
心
の
あ
る
者
を
直
接
後
押
し
す
る
た
め
、
移
住
し
て
就

業
・
起
業
等
す
る
者
に
対
す
る
支
援
金
を
支
給
。

※
上
記
の
支
援
の
ほ
か
、
国
・
福
島
県
・
各
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
促
進
を
協
力
に
推
進
。
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復 興 庁

全
額
費
用
負
担

民
間
事
業
者

等

（
１
）
対
象
区
域

・
原
子
力
被
災
１
２
市
町
村

（
２
）
実
施
事
業
の
例

①
生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
の
取
組

★
公
共
施
設
・
公
益
的
施
設
の
機
能
回
復

施
設
の
清
掃
・
修
繕
（
消
耗
品
の
交
換
を
含
む
）

等

②
避
難
解
除
区
域
へ
の
帰
還
加
速
の
た
め
の
取
組

★
喪
失
し
た
生
活
基
盤
施
設
の
代
替
・
補
完

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
支
援
、
交
通
支
援

等
★
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
・
確
保

住
民
へ
の
情
報
提
供
、
被
災
者
の
交
流
事
業

等

③
直
ち
に
帰
還
で
き
な
い
区
域
等
の
荒
廃
抑
制
等

★
荒
廃
抑
制
・
保
全
対
策

火
災
防
止
の
た
め
の
除
草
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

鳥
獣
被
害
対
策

等
★
住
民
の
一
時
帰
宅
支
援

バ
ス
等
の
運
行
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置

等

○
福
島
復
興
再
生
特
措
法
等
に
基
づ
き
住
民
の
生
活
環
境
の
改

善
に
資
す
る
た
め
、
避
難
指
示
に
起
因
し
て
機
能
低
下
し
た
公

共
施
設
・
公
益
的
施
設
に
つ
い
て
、
市
町
村
等
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
国
の
費
用
負
担
に
よ
り
機
能
回
復
を
実
施
。

○
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
・
再
生
を
加
速
す
る
た
め
、
福
島
県

の
被
災
１
２
市
町
村
に
お
け
る
避
難
解
除
区
域
の
住
民
の
帰
還

を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
や
、
直
ち
に
帰
還
で
き
な
い
区
域
へ

の
将
来
の
帰
還
に
向
け
た
荒
廃
抑
制
・
保
全
対
策
を
実
施
。

○
「
復
興
・
創
生
期
間
」
後
に
お
け
る
基
本
方
針
(
抄
)

Ⅱ
．
「
復
興
・
創
生
期
間
」
後
の
基
本
方
針

（
２
）
原
子
力
災
害
被
災
地
域

③
帰
還
・
移
住
等
の
促
進
、
生
活
再
建
等

・
住
民
の
帰
還
を
促
進
し
、
解
除
地
域
の
復
興
の
実
現
に
向
け
て
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
買
い
物
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
教
育
、

保
育
、
交
通
、
防
犯
、
防
災
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
個
人
線
量
管
理
等
の
生
活
に

必
要
な
環
境
整
備
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
進
め
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
除
染
や
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
含
め
、
現
場
の
実
情
に
応
じ
て

必
要
な
対
応
を
行
う
。福
島
生
活
環
境
整
備
・
帰
還
再
生
加
速
事
業
委
託
費
（
復
興
庁
原
子
力
災
害
復
興
班
）

令
和
３
年
度
概
算
決
定
額
９
1
億
円
【
復
興
】

（
令
和
２
年
度
予
算
額
９
４
億
円
）

事
業
概
要
・
目
的

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

資
金
の
流
れ

○
原
子
力
災
害
の
被
災
市
町
村
の
生
活
環
境
の
改
善
、
帰
還
の

支
援
、
直
ち
に
帰
還
で
き
な
い
区
域
の
荒
廃
抑
制
・
保
全
対
策

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
帰
還
実
現
を
後
押
し
す
る
。

期
待
さ
れ
る
効
果

市 町 村 等
（
委
託
費
）

田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、
広
野
町
、

楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、

双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村

復
興
庁
作
成
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⾃
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
⽅


地
域
全
体
の
平
和
と
繁
栄
を
保
障
し
，
い
ず
れ
の
国
に
も
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
た
め
に
，
AS

EA
N
の
中
⼼
性
，
⼀
体
性
を
重
視

し
，
包
括
的
か
つ
透
明
性
の
あ
る
⽅
法
で
，
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
確
保
を
通
じ
て
，
⾃
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
を
「
国
際
公
共
財
」
と
し
て
発
展
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
考
え
⽅
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
，
⽇
本
は
い
ず
れ
の
国
と
も

協
⼒
し
て
い
く
。


⾃
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
実
現
の
た
め
の
三
本
柱

①
法
の
⽀
配
，
航
⾏
の
⾃
由
，
⾃
由
貿
易
等
の
普
及
・
定
着

②
経
済
的
繁
栄
の
追
求
（
連
結
性
，
EP
A/
FT
Aや
投
資
協
定
を
含
む
経
済
連
携
の
強
化
）

③
平
和
と
安
定
の
確
保
（
海
上
法
執
⾏
能
⼒
の
構
築
,⼈
道
⽀
援
・
災
害
救
援
等
）

⾃
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の

「
連
結
性
」
を
向
上
さ
せ
，
そ
し
て
，
２
つ
の
海
の
中
⼼
に
位
置
す
る

AS
EA
N
と
と
も
に
，
地
域
全
体
の
安
定
と
繁
栄
を
促
進
す
る
。
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令
和

３
年

度
予

算
の

編
成

等
に

関
す

る
建

議
（
抄

）

令
和

２
年

1
1
月

2
5
日

財
政

制
度

等
審

議
会

・
（
略

）
た

だ
し

、
当

初
予

算
の

編
成

段
階

で
は

個
別

事
業

を
積

み
上

げ
る

こ
と

は
難

し
く
、

メ
リ

ハ
リ

付
け

の
議

論
が

行
わ

れ
に

く
い

と
い

う
状

況
に

あ
る

こ
と

に
は

変
わ

り
な

い
。

こ
の

点
、

昨
年

の
当

審
議

会
建

議
で

提
言

し
た

「
対

象
地

域
と

支
援

分
野

」
の

予
算

配
分

の
大

枠
を

引
き

続
き

設
定

す
る

こ
と

を
怠

っ
て

は
な

ら
な

い
。

あ
わ

せ
て

、
執

行
実

績
の

情
報

を

経
年

比
較

可
能

な
形

で
蓄

積
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

予
算

の
効

率
化

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と

は
も

ち
ろ

ん
、

重
点

的
・
戦

略
的

な
支

援
に

な
っ

て
い

る
か

を
検

証
す

る
一

つ
の

ツ
ー

ル
と

し
て

も
活

用
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
も

、
支

援
分

野
を

詳
細

に
把

握
で

き
る

よ
う

に

す
る

と
い

っ
た

改
善

を
図

る
べ

き
で

あ
り

、
技

術
協

力
に

つ
い

て
も

同
様

に
取

り
組

む
必

要

が
あ

る
。

８
．

外
交

関
係
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令
和

３
年

度
無

償
資

⾦
協

⼒
予

算
額

※
無

償
資

金
協

力
（
政

府
開

発
援

助
経

済
開

発
等

援
助

費
）
は

、
め

ま
ぐ

る
し

く
変

化
す

る
国

際
情

勢
を

踏
ま

え
柔

軟
に

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
財

政
法

第
３

４
条

の
二

の
規

定
に

基
づ

き
、

執
行

段
階

に
お

い
て

実
施

計
画

を
随

時
作

製
し

、
財

務
省

と
協

議
し

つ
つ

実
施

し
て

い
く
も

の
で

あ
り

、
地

域
別

・
分

野
別

の
執

行
額

は
必

ず
し

も
要

求
額

と
一

致
す

る
も

の
で

は
な

い
。

※
集

計
結

果
に

つ
い

て
は

、
四

捨
五

入
の

関
係

で
積

み
上

げ
た

数
値

と
そ

の
合

計
値

は
必

ず
し

も
一

致
し

な
い

。

（
単

位
︓

億
円

）

教
育

保
健

医
療

⽔
・環

境
道

路
・港

湾
・

通
信

平
和

構
築

・
安

全
保

障
⼈

道
⽀

援
その

他

東
アジ

ア
76

56
87

82
52

52
54

45
9

⼤
洋

州
8

24
20

36
38

0
26

15
2

南
アジ

ア
44

35
27

16
23

17
13

17
5

中
央

ア
ジ

ア
・

コー
カサ

ス
10

17
8

18
0

0
2

55

中
南

⽶
7

20
4

28
19

20
11

11
0

中
東

・
北

アフ
リカ

14
27

28
0

26
61

36
19

2

サ
ブ

サ
ハ

ラア
フリ

カ
33

47
71

16
5

36
87

45
48

4

欧
州

1
2

0
0

1
0

1
5

19
4

23
0

24
4

34
5

19
4

23
7

18
8

1,
63

2
計

分
　　

　　
　野

計

地    域

― 29 ―

―  ―0123456789



令
和

３
年

度
技

術
協

⼒
予

算
額

※
 運

営
費

交
付

金
は

、
独

立
行

政
法

人
が

中
期

計
画

に
基

づ
き

弾
力

的
な

業
務

運
営

を
行

う
た

め
の

財
源

と
し

て
、

独
立

行
政

法
人

通
則

法
第

4
6
条

に
基

づ
き

交
付

す
る

も
の

で
あ

り
、

使
途

の
内

訳
を

特
定

す
る

も
の

で
は

な
い

た
め

、
上

記
は

あ
く
ま

で
現

時
点

の
各

国
の

要
望

等
に

基
づ

く
想

定
を

表
す

も
の

で
あ

る
。

※
 地

域
未

定
案

件
は

、
「
全

世
界

／
地

域
区

分
対

象
外

」に
計

上
。

間
接

業
務

費
及

び
一

般
管

理
費

（3
1
6
億

円
）
、

人
件

費
（
1
8
2
億

円
）
、

施
設

整
備

費
補

助
金

（1
0
億

円
）
は

、
「管

理
的

経
費

」に
計

上
。

※
 四

捨
五

入
の

関
係

で
合

計
が

一
致

し
な

い
箇

所
が

あ
る

。

（
単

位
︓

億
円

）

教
育

保
健

医
療

⽔
・環

境
社

会
基

盤
ガ

バ
ナ

ン
ス

経
済

開
発

そ
の

他

東
・中

央
ア

ジ
ア

・
コー

カサ
ス

7
13

8
4

2
10

0.
1

-
44

東
南

ア
ジ

ア
・

⼤
洋

州
40

37
70

41
17

66
6

-
27

7

南
アジ

ア
24

10
35

13
8

22
1

-
11

2

中
南

⽶
15

16
20

7
5

22
10

-
95

中
東

・北
ア

フリ
カ・

欧
州

15
5

16
6

4
14

0.
2

-
61

サ
ブ

サ
ハ

ラア
フリ

カ
55

63
61

29
11

74
10

-
30

3

全
世

界
/地

域
区

分
対

象
外

25
8

11
4

9
3

56
50

8
62

4

18
1

15
2

22
1

10
4

55
21

1
84

50
8

1,
51

7
計

計

地    域

分
　　

　　
　野

管
理

的
経

費
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「
『
自

由
で

開
か

れ
た

イ
ン

ド
太

平
洋

』
を

推
進

し
つ

つ
、

基
本

的
価

値
を

共
有

す
る

国
々

と
の

協
調

・
連

携
を

強
化

し
、

在
外

邦
人

の
保

護
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
必

要
と

な
る

外
交

実
施

体
制

の
整

備
を

推
進

す
る

」
（
令

和
２

年
７

月
閣

議
決

定
「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
2
0
」
よ

り
抜

粋
）
と

い
う

観
点

か
ら

、
令

和
３

年
度

に
お

い
て

２
公

館
等

を
新

設
（
在

ダ
ナ

ン
総

領
事

館
、

在
エ

リ
ト

リ
ア

兼
勤

駐
在

官
事

務
所

）
。

新
設

公
館

等
の

内
訳

令
和

３
年

度
在

外
公

館
等

の
新

設

総
領

事
館

（
１

公
館

）

〈
６

６
公

館
→

６
７

公
館

〉

○
在

ダ
ナ

ン
総

領
事

館
（
ベ

ト
ナ

ム
）

兼
勤

駐
在

官
事

務
所

*
（
１

事
務

所
）

〈
３

事
務

所
→

４
事

務
所

〉

○
在

エ
リ

ト
リ

ア
兼

勤
駐

在
官

事
務

所

総
領

事
館

兼
勤

駐
在

官
事

務
所

●
ダ

ナ
ン

エ
リ

ト
リ

ア
●

（
＊

）
兼

勤
駐

在
官

事
務

所
：
既

存
の

大
使

館
の

一
部

の
館

員
が

、
当

該
大

使
館

が
兼

務
し

て
い

る
国

に
常

駐
し

、
所

要
の

事
務

処
理

を
行

う
た

め
に

設
け

ら
れ

る
事

務
所

。
在

外
公

館
の

設
置

状
況

（
令

和
2年

度
末

予
定

）

大
使

館
15
3

総
領

事
館

66

政
府

代
表

部
10

合
計

22
9

(参
考
)

兼
勤

駐
在

官
事

務
所

領
事

事
務

所
3 20
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(単
位

：
億

円
）
（
対

２
年

度
当

初
）

＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対

２
年

度
当

初
）

・
　
復

興
関

係
公

共
事

業
費

等
の

減
（
▲

4
,6
7
8
億

円
）

・
　
原

子
力

災
害

復
興

関
係

経
費

の
減

（
▲

2
,8
1
4
億

円
）

・
　
地

方
交

付
税

交
付

金
の

減
（
▲

2
,0
7
3
億

円
）

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計

7
,7
1
5
（
▲
9
,3
0
8
)

9
,3
1
8
（
▲

1
1
,4
2
2
）

歳
出
純
計
額

か
ら
国

債
償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

7
,7
1
5
（
▲
9
,3
0
8
)

9
,3
18

億
円

（
▲

11
,4
2
2億

円
）

原
子

力
災

害

復
興
関

係
経
費

4
,6
8
6
億

円
（
▲
2
,8
1
4
億
円
）

9
,3
18

億
円

（
▲
11
,4
2
2億

円
）

復
興
特
別
所
得
税

3
,9
2
0
億
円

（
▲
1
9
1
億
円
）

税
外
収
入

3
,1
7
0
億
円

（
▲
4
,0
0
8
億
円
）

復
興
公
債
金

2
,1
8
3
億
円

（
▲
7
,0
5
8
億
円
）

【
令
和
３
年
度
歳
入
予
算
】

【
令
和
３
年
度
歳
出
予
算
】

復
興
加
速

化
・

福
島
再
生
予

備
費

1
,5
0
0
億

円
（
▲
1
,5
0
0
億
円
）

そ
の

他
の

東
日

本
大

震
災
関
係
経
費

8
4
1
億
円

（
▲
2
1
7
億
円
）

国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
等

2
7
7
億
円
（
▲
41
億
円
）

復
興
関
係
公
共
事
業
費
等

5
9
8
億
円
（
▲
4,
6
78
億
円
）

災
害
救

助
等
関

係
経
費

6
2
億

円
（
▲
5
4
億
円
）

災
害
関
連

融
資

関
係
経

費
2
8
億

円
（
▲
4
4億

円
）

地
方
交
付
税
交
付
金

1
,3
2
5
億
円

（
▲
2
,0
7
3
億
円
）

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

4
2
億
円
（
▲
1
66
億
円
）

特
別
会
計
か
ら
の
繰
入

2
億
円
（
+
2
億
円
）
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(単
位

：
億

円
）
（
対

2
年

度
当

初
）

＜
主

な
歳

出
増

減
の

内
訳

＞
（
対
2
年

度
当
初

）
・
償

還
差

額
補

填
金

（
諸

支
出

金
）
の

増
　
（
+
8
1
7
億

円
）

（
注
）
計
数

は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五

入
し
て
い
る
の

で
、
合

計
に
お
い
て
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

外
国
為
替
資
金
特
別
会
計

5
,7
2
3
(+
8
2
5
)

1
0
,7
9
3
（
+
9
4
8
）

歳
出
純
計
額

か
ら
国

債
償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

5
,7
2
3
(+
8
2
5
)

【
令
和
３
年
度
歳
入
予
算
】

事
務

取
扱

費
4
1
（
+
1
6
）

1
0,
79
3億

円
（
+
9
4
8）

諸
支
出
金

2
,6
8
3
（
+
8
09

）

予
備
費

3
,0
0
0
（
-
） 国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
繰
入

5
,0
6
9
（
+
1
23

）

融
通
証

券
事

務
取
扱

費
一
般

会
計

へ
繰

入
0
（
▲

0
）

2
4,
65
0億

円
（
▲
6
,8
9
4）

運
用
収
入

2
3
,0
5
1
（
▲
6
,9
39
）

外
国
為
替
等
売
買
差
益

1
,5
9
9
（
+
46
）

雑
収
入

0
（
-
）

【
令
和
３
年
度
歳
出
予
算
】
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